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、H、為

て
r-、

一
¥、J

一
、
は
し
が
き

一
一
、
人
足
寄
場
設
立
当
時
の
社
会
情
勢

三
、
人
足
寄
場
設
立
の
事
情

四
、
無
宿
の
収
容
(
以
上
本
号
)

五
、
設
備
及
び
掛
役
人

六
、
手
業
及
び
待
遇

七
、
教
誠
方
法
l
石
門
心
学
の
採
用

八
、
釈
放
及
び
爾
後
の
措
置

九

、

罰

則

十

、

経

費

十
一
、

人
足
の
実
例

十
二
、
常
州
上
郷
村
寄
場
、
函
館
寄
場

十
一
二
、
寄
場
制
度
の
変
遷
及
び
終
鷲

十

四

、

ま

と

め

時
K

新
聞
に
浮
浪
者
狩
込
み
の
記
事
が
出
て
来
て
、
敗
戦
後
の
厳
し
い
現
実
が
わ
れ
わ
れ
の
胸
を
う
っ
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
為
政
者
の
無
策

を
あ
ざ
わ
ら
う
が
如
く
で
あ
る
。
勿
論
政
府
が
全
く
何
も
し
な
い
と
言
う
の
で
は
な
い
が
、
十
分
な
効
果
が
ら
が
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
。

住
む
に
家
な
く
、
働
く
に
職
な
き
人
k

は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
叉
、
住
む
に
家
な
く
、
働
く
意
志
に
乏
し

い
人
k

も
古
〈
か
ら
存
在
し
た
。

班
回
収
授
制
の
行
わ
れ
た
古
止
目
か
ら
、
今
日
上
野
駅
地
下
道
に
至
る
迄
、
殆
ん
ど
い
つ
の
時
代
に
も
社
会
の
枠
か
ら
は
み
出
し
た
人
は
少
く

な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
人
遣
の
収
容
施
設
と
し
て
有
名
な
も
の
に
、
期
役
方
人
足
寄
場
、
一
般
に
言
う
人
足
寄
場
が
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意
釦

(
意
次
の
子
)
へ

の
殿
中
刃
傷
の
如
き
こ
れ
を
反
映
し
こ
も
コ
で
あ
っ
こ
へ
辻
義
之
助
「
回
J
o

T

U

T

f沼
時

代

」

参

照

¥

〆

一
般
社
会
に
お
い
て
も
行
詰
り
の
反
映
と
し
て
叉
驚
く
べ
き
博
英
の
流
行
を
舟
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
硝
唯
一
記
)
。

そ
う
し
て
一
部
の
政
治
権
力
に
寄
生
し
、
経
済
的
に
は
甘
い
汁
を
吸
っ
て
肥
っ
た
「
札
差
L

や
遊
女
屋
の
亭
主
達
が
一
，
通
」
と
称
し
て
社
会
機

構
の
枠
の
中
で
武
士
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
悲
惑
を
ゆ
が
ん
だ
形
で
は
き
出
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
人
足
寄
場
の
設
山
一
直
前
後
は
天
災
地
変
の
多
い
時
で
あ
っ
た
。
寛
政
二
年
(
友
)
よ
り
十
年
前
は
即
ち
安
永
九
年
(
包
)
に
当
る
o

こ
の

年
七
且
に
関
東
に
洪
水
あ
り
、
翌
弔
へ
明
元
年
(
主
)
正
月
に
江
戸
に
大
火
あ
り
、
天
明
三
年
(
主
)
に
は
七
月
浅
間
山
の
大
噴
火
あ
り
、
ま
た

こ
の
三
年
か
ら
五
年
に
亙
り
三
ヶ
年
を
通
じ
て
全
国
殊
に
奥
羽
地
方
は
惨
陪
た
る
大
飢
僅
に
顎
わ
れ
て
い
る
。
疫
病
も
ま
た
こ
れ
に
乗
じ
て
暴

威
を
ふ
る
っ
た
の
で
あ
る
。

天
明
五
年
(
主
)
九
月
に
は
琉
球
に
も
飢
僅
あ
り
、
幕
府
は
こ
れ
を
救
一
阻
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
年
も
奥
羽
の
山
野
に
は
餓
享
が
至
る
処
に

見
ら
れ
た
。
六
年
(
訂
)
正
月
に
は
江
戸
に
大
火
あ
り
、
湯
島
の
大
成
殿
も
焼
失
の
憂
目
を
見
た
。
七
月
に
は
関
東
陸
奥
に
大
雨
降
り
洪
水
お

こ
り
、
江
戸
は
殊
に
そ
の
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
o

七
年
(
長
)
も
や
は
り
諸
国
飢
謹
で
あ
り
、
五
門
月
に
は
米
価
騰
貴
に
よ
っ
て
大
坂
の
飢
民
が
蜂
起
し
、
近
隣
の
諸
国
も
騒
擾
し
た
。
こ
れ
に

呼
応
し
て
十
日
程
遅
れ
て
江
戸
で
も
飢
民
が
蜂
起
し
て
い
る
o

八
年
(
包
)
に
は
京
都
に
大
火
あ
り
、
埜
孝
次
び
二
条
城
も
そ
の
災
に
か
〉
っ

た
。
こ
の
翌
年
は
即
ち
寛
政
元
年
(
年
)
で
あ
る
。
こ
の
年
九
且
に
は
幕
府
は
大
名
の
囲
米
の
制
度
を
定
め
た
o

主
と
し
て
備
荒
貯
蓄
の
意
味

で
あ
っ
た
。

以
上
は
人
足
寄
場
設
置
の
寛
政
二
年
に
至
る
前
九
筒
年
聞
の
災
異
及
、
ひ
そ
れ
に
関
係
あ
る
事
柄
の
主
な
る
も
の
を
ひ
ろ
っ

て
み
た
に
過
ぎ
な

い
。
天
災
は
勿
論
入
力
を
以
て
た
や
す
く
左
右
し
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
や
め
ろ
う
。
ま
た
国
力
が
盛
ん
で
国
民
の
意
気
旺
盛
で
あ
る
時
に
は

そ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
克
服
せ
ら
れ
て
、
災
禍
は
大
き
く
表
面
に
う
か
ん
で
来
な
い
性
質
の
も
の
で
+め
る
と
言
え
る
。
だ
が
事
実
上
こ
の
一
大
明

前
後
は
、
わ
が
国
の
一
位
史
に
お
い
て
、
災
異
の
多
か
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
は
見
の
が
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
(
話
相
ヲ
訂
本
)
。
殊
に
何

と
言
っ
て
も
、
天
明
年
簡
の
大
飢
謹
は
最
も
深
刻
、
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

外
に
眼
を
転
ず
る
時
五
ロ
人
は
そ
こ
に
何
を
見
る
で
あ
ろ
う
か
。
外
国
船
が
大
洋
の
一
一
浪
一
波
に
ゅ
り
あ
吋
ゆ
り
さ
げ
ら
れ
つ

〉
、
わ
が
近
海
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右
は
「
刑
務
協
会
」
所
蔵
の
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
の
閣
官
諸
左
衛
門
か
ら
堀
田
摂
津
守
正
教
へ
差
出
し
た
書
類
に
よ
っ
て
作
製
し
た
。
右
の
写
本

は
恐
ら
く
は
幕
末
に
数
名
の
書
役
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
「
徳
川
禁
令
考
」
「
古
事
類
苑
」
な
ど
に
入
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
半
は
他
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
同
史
料
の
借
覧
方
に
多
大
の
便
宜
を
計
ら
れ
た
刑
務
協
会
文
化
部
長
代
理
小
室
清
氏
、
法
政
大
学
法
学

部
講
師
小
川
太
郎
氏
に
対
し
深
甚
の
誠
意
を
表
す
る
。

表
中
、
*
印
|
〈
か
〈
の
死
は
〉
「
幼
年
之
事
故
交
之
名
確
与
不
覚
た
し
か
庄
左
衛
門
与
覚
侯
由
申
立
候
」
と
の
あ
わ
れ
な
註
記
が
あ
る
。

同か
〈
果
母
存

父
母
共
果

同

右
(
幼
時
〉

同同両
親
存
命

父
母
共
果

同

右
尖

果

母
不
記
入

災
母
共
果

両
親
存
命 右

子年十亥年正申兄長三八庄亥年て参宮亥年七中月七年中月前家八出今 忘ご太閤 茂 年己 亥 亥
年 時十に 蒋自年(年年
三二月郎よーか よナ五八五六

月家中方り と りシ L年jメJ 
月中よ 子年月つ、 、 年申村平 月 月月
中出り 中け伊亥失 中 中中

子年 子年
子年九 十亥年 子年四 年九亥 年子九 亥年六 日子年間 年亥四 子年十 亥年六

七 四
月
月 廿月 二月 十月 十月 廿月 十月 二廿月 μR 十月十
五 八三三早六五九一一一

日 日 日日日 日日日 六日日日

堀 力日 松六板 松井酒太 丹 同同同

内
車内 平郷倉 平左田 羽

遠 河佐内 右衛備 力日
蔵
江 内渡 謄 京門中 賀

頭 守 守守正 亮尉守 守 右右右

市村信州
勢外| 州f言 州羽 奥州 上 羽出村州遠 奥州

売浅村川 今泉村園 田ィグノ四
JハL 本庄 福嶋 i村 水村国清 掛川エウ 本松在二日

市村 ナ 城 和泉村
大下仲 チ

町村 町
、、、 村
芋2

百 百 百姓 神職 百 百産官 百 百官官

姓左姓
姓姓姓

姓 姓 九小姓 姓 儀半惣

惣 甚
郎林伊 衛 左

伝
右左右

兵和東 新 兵 衛衛衛

七 七 衛泉次 六門? 衛 次 門門門

| 仁/幸「吉f完、 定f兼ヘ グベT_ 二ロ士 E券利幸伺口( 脅す 亮太門市宮良(磁次郎 ごー 久ハ条之
| 口 太郎

郎右助
事)五五事¥郎J 事〉 ーAト 之 丞之 事)五事)閣保太事〉

助 虫日 七 宮郎 丞七き助心 良日 門郎

24 26 25 29 17 28 34 28 16 26 35 18 
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戸
田
沼
〉

右
は
主
殿
頭
へ
伺
之
上
御
達
申
侯

子
十
月

O
夫
明
六
牛
年
五
月
廿
七
日
、
於
ニ
内
容
ム
口
一
世
間
二
取
之
一

甲
斐
守
殿
へ

深
川
茂
森
町
無
宿
養
育
所
之
儀
、
今
般
伺
之
上
相
止
申
候
、
依
v
之
御
達
申
侯

午
五
月

と
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
そ
の
趣
旨
は
殆
ん
ど
人
足
寄
場
と
変
り
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
長
谷
川
平
蔵
の
献
議
も
こ
れ
に
ヒ
シ
ト
を
得
た
も
の
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
足
寄
場
と
臭
っ
て
僅
か
七
年
閣
で
廃
止
さ
れ
、
「
霊
園
に
絶
て
其
沙
汰
な
さ
は
著
し
き
功
用
も
な
か
」

(
鍔

)
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
と
の
養
育
所
が
失
敗
し
、
人
足
寄
場
が
成
功
し
た
の
は
、
恐
ら
く
は
創
業
期
に
事
に
当
っ
た
人
物
の
当
否
が
大
き
く
響
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
れ
ば
定
信
が
長
谷
川
平
蔵
の
手
腕
を
見
込
ん
だ
の
は
真
に
事
宣
に
適
っ
て
い
た
と
言
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

〈

4
〉
「
徳
川
禁
令
考
」
、
後
楽
第
一
一
、
附
録
に
「
憲
法
類
集
」
よ
り
引
用
し
あ
り
。
「
古
事
類
苑
」
は
「
憲
教
類
典
」
を
引
書
と
す
。

(
5
〉
「
御
触
書
天
保
集
成
」

(
下
〉
六
一
一
一
一
一
一
一
号

(
6
〉
同
前
六
三
二
七
号

ハ
7
〉
「
徳
川
禁
令
考
」
後
援
、
第
て
「
古
事
類
苑
」
に
も
収
め
あ
り
。

合

(

8

)

向

上

(

9

)

註
(

8

)

の
文
書
は
文
政
三
年
八
月
の
物
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
常
州
上
郷
寄
場
有
ν
之
節
ハ
右
場
所
江
遣
し
侯
も
の
も
有
v
之
候
処
、
当
時
ハ
上
郷
寄

場
相
止
云
々
」
と
見
え
、
叉
、
「
御
仕
置
例
類
集
」
二
ノ
こ
に
に
文
化
十
三
年
八
月
附
の
、
上
郷
村
人
足
寄
場
人
足
、
栄
蔵
事
、
鉄
五
郎
が
逃
走
し
、
捕
縛

せ
ら
れ
た
が
、
と
れ
を
死
罪
に
処
す
ぺ
き
が
、
定
法
で
あ
る
が
、
「
可
ニ
起
返
-
荒
地
も
残
少
一
一
相
成
」
り
、
佃
島
よ
り
加
勢
の
人
足
も
い
ら
ず
、
既
住
の
人

足
共
も
改
心
し
耕
作
に
精
を
出
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
他
者
へ
の
み
せ
し
め
T

と
し
て
の
死
罪
は
意
味
が
少
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
佃
島
差
戻
し
に
し

て
は
と
の
伺
書
が
見
え
て
い
る
。
と
の
議
は
結
局
通
ら
ず
鉄
五
郎
は
死
罪
に
処
せ
ら
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
今
の
と
と
ろ
と
の
こ
つ
の
文
書
が
上
郷
村
寄
場
廃

止
の
上
限
、
下
限
を
定
め
て
い
る
。

(
叩
)
註

(

8

)

に
同
じ
。

ハ
ロ
)
「
寄
場
人
足
仕
置
並
心
得
室
己
所
収
、
人
足
寄
場
へ
差
遣
者
之
儀
-
一
付
評
議
仕
候
趣
申
上
候
書
付
、
(
徳
川
禁
令
考
、
後
表
、
第
一
)
同
じ
文
書
が
「
新

張
紙
留
か
ら
「
古
事
類
苑
」
に
と
ら
れ
て
い
る
。

(
良
庇
}

山
村
信
濃
守

一
七
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